
私たちの道
MC WAY を感じる

“今の期待” を知ること

1. お客さまの事例
・再編予定の労務顧問先 (A 社 )、10 年来の支援
・グループ再編のため、吸収される会社 (B 社 ) も参加して、統合後の条件を調整
・企業規模が大きく、論点が多い ( 福利厚生、労働組合、健康保険組合など )   
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2. 支援での気づき
・“再編” において労務顧問として期待されていると思っていたもの = 専門家としての知識
・分野が多岐に渡り、( 恥ずかしながら ) 知らないことが多い  
　→打合せのなかで調べながら回答、持ち帰りで裏を取って正式に回答
・お客さまに「タイムリーに回答できず申し訳ない」と伝えたところ、「専門家の知見もあるが、何よりうちをみ

てきた先生の所感がほしい」といっていただく
・身が引き締まるとともに、お客さまの「期待」が何であるのか、把握ができていなかった反省

3. 期待 ( 役割 ) を把握する意味
・「法律はありつつも、実務レベルでの対応を大事にしたい」「いっしょに考えて結論をだすようなパートナーであ

りたい」と思って支援をしてきたが、“再編” というキーワードで身構えていた
・支援開始時に期待しているもの ( 専門性 ) から、関係構築を経て、社会環境 (AI など ) を経て、期待されるもの

が変化することを実感した
・お客さまの期待、現状の実感価値が何であるのか、確認を怠っていたことの反省   
　→「期待」を把握しないと、それを超える支援はできない ( 超えたと思っても独りよがり )
・実感価値を尋ねる = 客観的な評価をもらうことは怖いことだが、お客さまの成長に貢献するため、半歩先を行く

パートナーであるために、お客さまの定期的な問いかけ、ギャップを埋める取り組みを継続する
　→個人の成長 ( 内省 ) の土台であり、組織としての価値あるサービスづくりにつながる   


